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1は じ め に

生分解性プラスチックマルチ (以下生分解性マルチと

略記)は省力化や環境への配慮から注目を集めており利

用面積も増加傾向にある しかし,資材の分解速度や,
機械作業への適応性などについて一般化された指標がな

いため,資材間の比較が困難で導入の障害となっている

そこで,土壌中への埋設による分解特性把握試験と引

っ張り試験を実施し,栽培試験での作業性等と比較して,

栽培試験を行わなくとも,ある程度の資材の客観的な特

性分類が可能かどうか検討した

2 試 験 方 法

(1)埋設による分解特性把握試験

ポリエチレン網袋に20X10cmに切つた試験片を封入し,

畑ほ場中に1011111の深さに埋設した 一定期間経過後 (1,
3,5か月後)に回収し,水洗・乾燥後,網袋内に残った

試料を自紙あるいは黒紙上に広げて,デジタルカメラで

撮影した 撮影画像は画像処理ソフト(Lia for vindows95

ver0 373)を用いて背景と残存マルチを分別し,残存マ

ルチ面積率を算出した.資材はメーカーから提供を受け

た21資材を用い,岩手県農業研究センター内の畑ほ場で

実施した 埋設は2001年 5月 に行い,反復は5と した_
(2)引 っ張り試験による物理性把握

埋設試験に用いた資材を,2号形試験片 (全長H5mm,

両端の幅2511,平行部分の幅6mI)の形状に打ち抜き,プ

ラスチックフィルム及びシートの引つ張り試験法

(」 ISK 7127 1989)に 従つて行った 試験は縦,横それ
ぞれの方向について実施し,破断までの最大荷重 (引っ

張り強度 :kgf)と 伸び (nltl)を計測した フイルムの厚

さは実測して測定値を補正した 試験速度は50mm/分 とし,

各区6連以上で実施した

(3)栽培試験

供試資材のうち流通量の多いものを中心に,農業研究

センター内ほ場,及び現地ほ場において栽培試験を実施

した 供試品目は,ス ィートコーン,ダイコン, レタス
で,試験年次は1998～2000年である_資材はマルチャー

によってマルチ敷設を実施し,レタスにおいては自動移

植機によって移植を実施した 栽培管理一般については,

所内栽培基準または現地慣行によった

3試 験 結 果 及 び 考 察

(1)埋設試験

残存している資材の面積を測定することで,経時的に

資材の分解程度を追跡することが可能であつた (図 1)

測定値のばらつきは,埋設5か月後でもCV%で 1～ 17%と

小さかつたが,新規造成ほ場では分解速度が非常に遅い

ことが確認された くデータ省略)資材によって分解速度
は大きく異なり (図 1),圃場で3か月程度マルチの機能

を維持する場合には,埋設3か月後の資材の面積残存率は

70%程度以上必要と考えられた (データ省略)

(2)引 っ張り試験

生分解性マルチの多くは,引っ張り強度 (最大荷重)

については慣行のポリエチレンフィルムマルチ並みに達

しており,縦と横の強度差も少なかった。しかし,伸び

については慣行に比較して大きく劣り,特に横方向の伸

びが極端に少ない資材が多かつた (図2)横方向の伸び
の値は50mm以下のグループと,1 001ul付近のグループに分

かれていた 80mmを 越えると機械作業がおおむね問題な

く行えたことや,測定値のほぼ中庸な値であることなど

から暫定基準値として80mlnを採用した (図 3)
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(3)栽培試験

供試した生分解性マルチはおおむね機械作業適応性が

認められたが,縦方向に裂ける場合が多く,傾斜地での

マルチ張り作業等負荷がかかる作業では注意が必要であ

つた 作業性が劣った資材は,引っ張り試験による横方向

の伸びが少ない傾向が認められた (図 3)子L開けはパー

ナーによる方法が良好で,カ ッターは裂けが生じやすか

った また,透明及び半透明資材ではマルチ内の雑草の発

生にも留意が必要であった (データ省略)

4 ま と め
生分解性マルチの分解特性は,ほ場に埋設した資材の

残存率を画像処理ソフトで計測する方法で精度良く客観

的に把握することができた 資材による分解速度は大き
く異なるため,適媚作物や求められる鋤き込み精度は異
なる また,横方向への資材の伸びが少ないことが縦裂
けしやすい原因と考えられ,いくつかの資材については

栽培試験でも確認された この2つの指標を組み合わせ,
他県の事例も加えて選択の目安としてとりまとめた (図 3,

表1)これにより,栽培試験を行わなくともおおまかな
資材特性の把握が可能となった
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図 1 生分解性マルチの埋設試験による残存面積率推移

表1 生分解性プラスチックマルチの選択の目安
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図 2 弓|っ 張り試験による生分解性マルチ資材の特性

200

E

b
母 100

S
1・E
択
案
0

80

50        100

縦方向の伸び (mm)

Ｏ
Ｊ
〉
口
恒
Ｋ
喘
ｅ
Ｃ
択
瑯

業

リ

作
有
械

障

機
主 ‖□悸湯□

慣行ホ
・リマルチ

:匿□匿萱] !（
瞑
０
わ
¨
求
）
掛
偉
藤
Ю
“
ユ
経
滉
籠
馴
0             50            100            150            200

横方向の伸び (口■:2号型試験片)

図3 生分解性マルチ資材の埋設試験による分解程度
と引っ張り試験による横方向の伸びによる分類
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適用条件及び作物 さLと2 望ましいタイプ

生育期全般にマルチが必要な作物

(葉たばこ,エダマメ等)
分解の遅いタイプ (1,1)

マルチの強度が必要な作物            伸びが大きく,裂けにくいタイプ
(全面マルチのレタス等) (1,Ⅲ )
初期生育確保にマルチが必要な作物        基本的にはどのタイプでも適用可 注

'

(キャベツ,ダイコン,スィートコーン等) (I～Ⅳ )
ハウス果菜類等 (ト マト等)           分解の遅いタイプ (I,■ )注 `
注1:透明や乳自色のマルチを用いる場合にはマルチ内の雑草の発生にも留意が必要
注2:孔開けはカッターでは裂けが生じやすいので,バーナーによって行う
注3:傾斜のきついほ場等でマルチに負荷のかかると考えられる場合は,強度の強いタイプが望ましい

注4:本県の試験事例は無いが,他県の試験事例があるもの
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